
Who is Quilty/guilty ?・
一Lolita を読む(I)一

若島正

ウラジpミル・ナボコフVladimirNabokovの代表作Lolita(1955)に読者

が接するとき,その読み方にもっとも大きな影響を与えてきたのは,ナボコ

フの教え子AlfredAppel,Jr.が編集し注釈をっけた77LeATmOtatedLolita

(1970)である。このテキストはナポコフ自身の校訂を経た決定版として

ムoZねαの定本になり,しかも序文としてつけられた解説と百ページ以上にお

よぶ注釈はナボコフ以上にナボコフ的な遊びにみちたものであったところから,

ムoJ血を迷路のような知的パズルとして解釈する路線を敷く役割を果たした。

VintageBooksからナボコフの主要著作がほぼすべて新装版のペ,ノヾ-バッ

クで出揃った近年,Appelは7九eA花柁0α紬dムoJたαを20年ぶりに改訂して,

ナボコフの著作に対するpagereferencesを各々のアメリカでの初版本からこ

のVintage版に統一し,さらに注釈に加筆をほどこしたが,1lolita解釈の基

本姿勢には変更が見られない2)。しかし,こうしたエ0/ねαのパズル性を強調

するAppelの解釈と注釈には,これまでに多くの疑義が提出されてきている。

そうした反論のほとんどは,エoZたαを知的遊戯の作品ではなく「愛」を主題

として扱うモラリスティックな作品だと読み直す試みであると言えるだろう。

AppelがいかにLolitaのパズル性を強調しているか,その典型的な見本と

して,語り手Humbertの手からLolitaを奪い取った犯人であり,最後は

Humbertによって射殺される謎の人物Quiltyの扱い方がある。Lolitaを連れ

去った犯人がこのQuiltyであるという事実は,小説の結末近くになって明か
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されるのだが,そこからエoZたαの探偵小説的な趣向が生まれる。テクストに

ばらまかれた手がかりをもとにして真犯人をっきとめる作業は,このテクスト

を読む独特の快楽のひとつであるとAppelは言う。そこで彼は読者の便宜を

はかり,Quiltyが現れるすべての箇所に注釈をっけ,それらを一括してリス

トアップし,"Quiltyreferences"と総称するのである。

そこで本稿は,このAppelが作成したQuiltyreferencesを批判的に再検討

しながら,Quiltyという登場人物はいったい何者なのかを考え,その考察を

通して,ムogねαにおける「時間」という主題系にQuiltyはどう関わるのかを

論じてみたい。

1

AppelのQuiltyreferencesを前にして読者が当然ながら抱く疑問は,これ

でQuiltyが現れる箇所をすべて網羅しているのかという点である(Appelが

そのつもりでこのリストを作成したのは疑いない)。ところが,この問題を考

えると,すぐさま読者はさらに根本的な問題に直面することになる。それは

「Quiltyが現れる」とはどういうことかという問題に他ならない。

小説の中である人物が「現れる」というとき,その登場が読者にとってもっ

とも現実感を持っのは,名前と肉体を備えている場合であろう。しかし,この

上0′加というテクストは,そうした真の意味でのQuiltyの登場をっねに延期

するように仕組まれている。実際,QuiltyがClareQuiltyという完全な名前

のもとに肉体を備えて現れるのは,ついにHumbertがQuiltyと対決する第2

部第35章(以下,これを〔2.35〕という風に略記する)が初めてなのである。

それまでは,QuiltyreferencesとはQuiltyを指示する(あるいは,指示する

ように見える)様々な記号がバラバラに散らばったものでしかない。すなわち,

Quiltyとはまさしく"crazyquilt"(152)と呼ぶにふさわしい,断片的な記

号の数々を合成した存在である。
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Humbertがモーテルの宿泊人名簿を調べてそこにQuiltyの痕跡を発見しよ

うとする,〔2.23〕のいわゆる"cryptogrammicpaperchase"(250)のシー

クエンスが端的に示すように,読者もLolitaというテクストにQuiltyの痕跡

を発見しようとする。その際に,読者は次のような手順を踏むことになる。ま

ず,Quiltyを直接指示するように見える記号を集める、(これを第1次記号と

呼ぶことにしよう)。そこから出発して,今度は第1次記号を指示するように

見える記号を集める(これを第2次記号と呼ぶ)。これを繰り返して第n次記

号にいたる記号群の連鎖をこしらえることが,Quiltyをテクスト中に検索す

る作業の実体である。

たとえば,HumbertとLolitaがTheEnchantedHuntersという名前のモー

テルに泊まる場面において,わたしたちはLolitaのロからそこにQuiltyとよ

く似た男が泊まっていることを知る〔1.27〕。そしてその翌朝,ロビーにい

るLolitaの姿を卑猥な目つきで眺めている男がいて,その人物はスイス在住

のHumbertの叔父Gustaveに少し似ていたと描写される〔1.32〕。ワイン業

者のこの叔父の完全な名前はGustaveTrappで,彼に似た謎の人物はHum,

bertがLolitaを連れて全米各地をモーテルからモーテルへと転々とする第2

部においても,ハイウェイでHumbertに影のようにつきまとい,"detective

Trapp"という仮の名称をっけられる〔2.18〕。こうした連鎖を追えば,"Gus-

tave"という記号に出会うとき,読者はそれがなんらかの形でQuiltyに関連

づけられることを予測する。〔2.14〕からの次の引用は,その巧妙な実例であ

る。

OneFridaynighttowardtheendofMay(andaweekorsoafter

theveryspecialrehearsalLohadnothadmeattend)thetelephone

inmystudy,WhereIwasintheactofmopplnguPGustaue'S-I

meanGaston'S-king'sside,rangandMissEmperoraskedifLo

WaSCOmingnextTuesdaybecauseshehadmissedlastTuesday's

andtoday'slessons.Isaidshewouldbyallmeans一一一andweston
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withthegame・Asthereadermaywellimaglne,myfacultieswere

nowimpaired,andamoveortwolater,WithGastontoplay,Ino-

ticedthroughthefilmofmygeneraldistressthathecouldcollect
myqueen‥・

(202-203;italicsmine)

BeardsleyCollegeでフランス語教師をしているホモセクシュアルの男Gas-

tonGodinとHumbertがチェスを指す場面だが,このテクストの表面上には

Quiltyの痕跡は一見存在しないように見える。もちろん,Lolitaがピアノの

レッスンに来なかったというMissEmperorからの電話は,LolitaがQuilty

と密会していたことを示唆しているが,ここで取り上げたいのは,Humbert

が"Gaston"と書くべきところを"Gustave"と書きまちがえた箇所である。

Appelはこの箇所に注釈をつけて,"Gustave"と書いてしまったHumbertの

頭の中にあったのは,GustaveTrappではなくてGustaveFlaubertだと言う。

ピアノ教師のMissEmperorはMadameBovaryの音楽教師Mlle.Lem-

pereurのもじりであり,愛人と密会して夫を騙すEmmaがここでLolitaに重

ねられているわけだ。フロベールを持ち出したAppelのこの指摘は部分的に

正しい。しかし,この書き誤りの原因には明らかにフロベールのみならずGus-

taveTrappも(そしてQuiltyも)存在している。なぜなら,Humbertが

Gastonと現在対局中のチェスの盤上では,集中力が削がれたHumbertの見

落としによって,彼のクィーンが数手先に取られようとしているからだ。言う

までもなく,これはLolitaがQuiltyによって近い将来に連れ去られることを

暗示している3)。すなわち,この箇所は当然Quiltyreferencesのひとつに数

えるべきところなのである。

今検討したように,Quiltyの現れ方はおよそ単純ではない。名前を持たず

に肉体だけが現れる場合,そして肉体を持たずに名前だけが現れる場合のはか

に,こうしてQuiltyに結びつく可能性のある記号が一人歩きをしはじめるの
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である。その場合,Quiltyはテクストの表層には見えないが,その裏に隠れ

ていることになる。ここで問題になるのは,この隠れたものの正体がQuilty

だと正しく判断できる根拠はつねにあるのかどうかという点である。

今度は"Quilty"という名前を第1次記号として選んでみよう。この名前

を変形させて,"quilt""guilty"(32)"Qu'ilt'y"(233)"Cue"(275)といっ

た言葉が第2次記号として得られる。さらに続けて,Quiltyの仇名である

"cue"から"CampQ''(64)を第3次記号として導いたとすれば,Appelの

ようにこの記号をQuiltyreferencesに含める解釈に対して読者はためらいを

覚えずにはいられないだろう。なるほど,"Cue"と"CampQ"の結びつきは

Humbertも言うようにたしかに「奇妙な偶然」である。しかし,"CampQ"

がQuiltyの現れだとするのは,実際にLolitaの読みにどのような影響を与え

うるのか不明だと言わざるをえない。つまり,あらゆる記号が自分たちを追跡

する何者かの指標だと見えてくるHumbertと同じで,わたしたち読者もあら

ゆる記号がQuiltyreferencesではないかという妄想にとりつかれるのである。

AppelがQuiltyreferencesに挙げていない例として,次のような場合はどう

だろうか。

ShesaidreallyltWaSuSeless,Shewouldnevertell,butonthe

otherhand,afterall-"Doyoureallywanttoknowwhoitwas?

Well,itwas-

Andsoftly,COnfidently,arChingherthineyebrowsandpuckering

herparchedlips,Sheemitted,alittlemockingly,SOmeWhatfastidi-

ously,nOtuntenderly,inakindofmutedwhistle,thenamethat

theastutereaderhasguessedlongago.

Waterproof.WhydidaflashfromHourglassLakecrossmy

Consciousness?I,tOO,hadknownit,Withoutknowingit,allalong.

Therewasnoshock,nOSur・prise.QuietlythefuSiontookplace,and

everythingfellintoorder,intothepatternofbranchesthatIhave
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woventhroughoutthismemoirwiththeexpresspurposeofhaving

therlPefruitfallattherightmoment‥

(271-272;italicsmine)

この箇所は,〔2.29〕でHumbertがLolita(というよりは,結婚して妊娠し

たDolly)から彼女を連れ去った犯人の名前を聞き出す,この小説のひとつゐ

クライマックス場面である。ところが,ここでDollyはその犯人の名前を

口にしているにもかかわらず,Humbertはその名前を敢えて読者に対して伏

せる身ぶりをする。これがこの小説の基本的な戦略であることはすでに述べ

たが,わたしが問題にしたいのはここに出てくる"Quietly"という言葉であ

る。この言葉は"Quilty"のアナグラムにきわめて近いものであり,Quilty

を隠しながら現す上oJ加というテクストの性格から見て,"Quilty"から誘導

された第2次記号だと解釈するのは妥当であるように思える。しかし,この推

測は証拠を伴わず,読者の妄想にすぎない可能性も否定できない。ナボコフは

Lolitaの露語訳で"Quietly"を"CrIOfCO劫HO"と書いている4)。これは

"I伽HJlbTH"(="Quilty")とは無関係であるところから考えると,"Quietly"

にはナボコフの意図が秘められていないのかもしれない5)。あるいは,ナボコ

フの著作の英語版と露語版を比較研究したJaneGraysonによれば,Lolita

の露語訳は原作の言葉遊びを充分に翻訳しきれていないとの評価だから,この

箇所もその一例なのかもしれない6)。ただ,ここで大切なのは,読者にはいず

れとも判断がつけられないという事実である。つまり,Quiltyreferencesを

完全に網羅しようとするAppelの試みは,本来挫折する宿命にあるのだ。

Quiltyはこのように輪郭の定まらない登場人物であり,現実感が希薄でこ

の小説の幻想的要素の源となっているという点で,まさしく"ClareObscure"

(306)と呼ぶべき矛盾にみちた存在なのである。
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2

周知のとおり,ナボコフの著作では「時間」がもっとも重要な主題のひとつ

になっている。しかし意外なことに,上0たαにおいてこの主題を正面から論

じたものはこれまで数少ない7)。そこで,エ01ねαの中で語られる物語の「時間」

をここで素描しておきたい。

まず,上瓜抗知の根本的な設定である"nymphet"の定義そのものが,「9歳

から14歳までの少女」(の一部)という厳格な時間の枠組を持っていることは,

いくら強調してもしすぎることはないだろう。Humbertが夢想する「魅惑の

島」は,この時間枠を空間的に表示したものであり,それは一見すると時間を

停止させた理想郷であるように思えるが,実は時間に束縛されたものでしかな

い。この定義に従うかぎり,"nymPhet"は15歳になれば"nymphet"ではなく

なってしまうわけで,その意味でHumbertは一人の女性を真に愛することが

できないからだ。そしてこの過酷な現実はLolitaにも当てはまる。

第1部の終わりで,HumbertはLolitaをモーテルTheEnchantedHunters

でついに手に入れる。しかし,その1947年8月16日という日付が大切なのは,

Humbertの願望が成就したという理由からではなく,むしろその翌別こLolita

が初潮を迎えたという事実によってである。いわばLolitaに月経という体内

時計が埋めこまれたのだ。こうして,時間が停止していたかに見えたHumbert

の「魅惑の島」にも,容赦なく時間は侵入してくる。エoZたαが2部から成

る構成を取っている最大の理由はそこにある。すなわち,第1部が完全な

"nymphet"としてのLolitaを措くのに対して,第2部では"nymphet"から

「女」へと確実に移行していくLolitaを描くのである。そしてテクストは,そ

の変身が完了するE],LolitaがLolitaではなくなる日を目指して,ひたすら

加速度を増しながら進んでいく。

従って,第2部でHumbertが最も恐れる日は,Lolitaが15歳の誕生日を迎
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える日,つまり1950年1月1日である。アメリカ全土を逃避行するうち,その

日が次第に近づくにつれて,その砂時計にも似た時間の切迫に歩調を合わせる

ように,「誰かに追われている」というHumbertの妄想も強度を増していく。

Humbertはその幻想の追跡者に"detectiveTrapp"という仮の名前を与える

が,それはあくまで仮の名前でしかない。Humbertは文字どおり「時間」に

追われているのだ。その意味で,Quiltyは「時間」を体現する人物である8)。

〔2.18〕で追跡者の顔を見たHumbertは,その男が親戚のTrappに似てい

たと言うが,それに対してLolitaはこんなェピソードを語る。

"PerhapsheisTrapp.IfIwereyou-Oh,look,alltheninesare

ChanglnglntOthenextthousand.WhenIwasalittlekid,"shecon-

tinuedunexpectedly,"Iusedtothinkthey'dstopandgobackto

nine,ifonlymymotheragreedtoputthecarinreverse.

(219)

車の走行距離メーターは,たとえ車を後退させたとしても,1000から0999には

戻らない。車の進行は時間の進行に重ねられているところから,ここにはすで

に時間の不可逆性を知ってしまった,もう子供ではないLolitaがいる。その

姿はあまりにもパセティックではないか。

〔2.22〕で,1949年6月27日EIphinstoneに到着したHumbertは,"detec-

tiveTrapp"の強迫観念が頂点に達しつつあることを認識すると同時に,Lolita

が"nymphet"ではなくなる日が接近していることを痛感する。風邪をひいて

熱を出したLolitaを当地の病院に入院させることになったHumbertは,こう

記述する。

IwonderedifIShouldmention,Withacasualchuckle,thatmy

jyteen-year-Olddaughterhadhadaminoraccidentwhileclimbing
anawkwardfencewithherboyfriend,butknowingIwasdrunk,

Idecidedtowithholdtheinformationtilllaterifnecessary.Toan
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unsmilingblondbitchofasecretaryIgavemydaughter'sageas

prαCdcαJッざズee花.

(240;italicsmine)

ここでHumbertはLolitaの年令を誤っているのだが,故意に嘘をっいたとい

うわけではない。それは,Humbertの頭の中にLolitaが15歳になる日のこと

がどれほど重くのしかかっていたかという証拠でもあり,彼女がこの病院です

ごした日々を最後にHumbertの前から姿を消す予告にもなるだろう。露語訳

でナポコフはこの箇所に加筆して,第2文の先頭に"noJIOpeCIlpOnXaJla

pacT班:"(="Dolorescontinuedtogrow:")という文章を挿入しているの

も,こうした読みを補強する9)。そしてHumbertがひそかに抱いていた恐れ

は現実となって,1949年7月4日,独立記念日にLolitaは失踪するのである。

Lolitaを連れ去ったこの犯人は,Quiltyでもあり,また「時間」でもある。

Lolitaの失踪がHumbertに与えた衝撃のほどは,彼が精神に異常をきたし

て現実感を喪失し,以前療養生活を送ったことがあるQuebecのサナトリウム

に再入院したという記述からも窺い知れる〔2.25〕。しかし,このLolita

の失踪とサナトリウムでの療養は,物語の展開上必要なものであったと言えよ

う。というのも,HumbertがそのままLolitaと共に運命の1950年1月1日を

迎えていれば,当然そこには修復不可能な破局が待っていたはずだからだ。

Humbertは運命の日をひとりサナトリウムで迎えることで,"nymPhet"とい

う時間の呪縛から逃れるきっかけを与えられることになる。

1952年9月22日,HumbertにLolitaから手紙が舞いこむ。その手紙の主は

Lolitaではなく,人妻となり妊娠中のMrsRichardP.Schillerとなった

Dollyである〔2.27〕。彼女に会うべくふたたび車で旅に出たHumbertは,

愛用の小型拳銃を携帯する。この小説では,Cαrme花がサブテクストとして用

いられているところから,読者はHumbertがいっかLolitaを殺すのではない

かという懸念をたえず抱いている。それがムoJたαにおけるひとつのサスペン
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スを生むのだが,そうした読者の懸念は幸いなことに二人が再会する場面で解

消されることになる。もはや幻想の"nymphet"ではなくなった生身の女性

Dollyに直面して,初めて現実に目覚めたHumbertは時間の呪縛を解かれ,

彼女に対する真の愛を宣言するのである10)。

Humbertに残された復讐行為,それはLolitaに向けられるのではなく,

Quiltyに,あるいは「時間」というものに向けられねばならない。

3

Lolitaは語り手Humbertの回想記あるいは告白録という形式をとっている。

この形式を持っ作品においては,ディケンズの♪αUZdC叩pe所eJdやGreαと

盈∽eCαわ0几Sといった代表例に見られるように,二重の時間構造が存在する。

すなわち,「語られる時間」と「語る時間」である11)。ムoJi£αでは,「語られる

時間」とはHumbertが回想する生まれてから逮捕されるまでの時間(1910年

～1952年9月25日)であり,「語る時間」とは彼が獄中でこの回想記を書き出

してから心臓発作で死ぬまでの時間(1952年9月22日12)～1952年11月16日)で

ある。「語る時間」では,次第に激しくなるHumbertの心臓の鼓動が時計

の代わりに機能している。この二重の時間を統合して織り合わせたものが,

ム0たαというテクストの時間になっているのである。「語られる時間」におけ

る物語の中の「時間」という主題系についてはすでに素描したとおりだが,こ

こではこの二重の時間およびテクストの時間に着目して,それとQuiltyがど

う関わるのかを見ていきたい。

語られる時間の中でQuiltyreferencesが最初に出てくるのは〔1.14〕であ

り,HumbertはそこでCharlotteから「歯医者のDr.Quiltyは劇作家の叔父

か従兄弟」という情報を得る。この情報には,劇作家の名前がQuiltyである

という事実は必ずしも含まれていない。その事実を〔1.27〕でHumbertは

Lolitaから聞く。ところが,学校でLolitaが出演した劇me肋Cんα柁ねd
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Huntersの作者がこの男だとHumbertは気がつかない。Lolitaはその作者が

「Clareなんとか」という女性だと言う〔2.15〕。そしてWaceで二人が一緒に

撒eムαみⅥ仇0上oued上垣短柁Z曙という劇を見たとき,作者の男女二人が舞

台挨拶する姿をHumbertは目撃するが,そのうちの一人ClareQuiltyは女の

方だとLolitaは嘘をつく〔2.18〕。語られる時間においてQuiltyにまつわる

疑惑が表面に浮上し,そしておそらくHumbertがそれを漠然と感じとるのは,

論理的にはこの時点であろう。

しかし,語り手としてのHumbertによって,読者はQuiltyに翻弄される

Humbertよりも優位な立場に置かれている。なぜかと言えば,語る時間にお

いてQuiltyreferencesが初めて出てくるのは〔1.14〕よりさらに前の〔1.8〕

であり,そこでHumbertは刑務所の閲覧室に置いてある演劇人名鑑の中に

Quiltyの項を発見するからである。読者はその記載事項から,ClareQuilty

という完全な名前と,その人物が男性であるという情報を最初の段階で得てい

るのだ。従って,Clare=女性という嘘を読者は見抜くことができるのであ

る13)。

ここでもう一度,HumbertがDolly本人の口から彼女を連れ去った犯人の

名前を聞き出す〔2.30〕の場面を再検討しておこう。

WateTPrOqf.WhydidaflashfromHourglassLakecrossmycon-

sciousneSS?I,tOO,hadknownit,Withoutknowingit,allalong.

Therewasnoshock,nOSurPise.QuietlythefuSiontookplace,and

everythingfellintoorder,intothepatterTLqfbranchesthatIhaue

WOUenthroughoutthismemoirwiththeexpresspurposeofhaving

therlpefruitfallattherightmoment‥

(272;italicsmine)

犯人の名前を聞いて,なぜHumbertが"Waterproof"という言葉を連想した

のか。それはもちろん,〔1.20〕の最後でJeanFarlowがQuiltyの名前を口

にしかけたときの記憶へとっながるからだが,そのときのCharlotteの
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"Waterproof"という言葉は彼女がHumbertに贈った腕時計の防水性を指し

ているし,またその場所がHourglass(=砂時計)Lakeという名前であるこ

とにも注意する必要がある。すなわち,Humbertの深層心理において,Quilty

は進行する時間と密接につながっている。だが,もうひとっ注目すべきなのは,

この箇所で語られる時間と語る時間の「融合」が起こっているという点である。

語られる時間の中では,過去の経験に照らしてQuiltyが犯人であったという

事実をHumbertが犯人であったという事実をHumbertは納得するのだが,

語る時間の中では,「自分がこれまでにこの回想記の中に織りこんできた枝模

様」の中にこの犯人像がぴったり収まることを語り手のHumbertは認識する

のだ。ここにいたって,Quiltyに翻弄されていたHumbertは,語る時間の中

で逆にQuiltyという存在を支配していたことが明瞭になる14)。回想記を書

くという行為は,運命に操られていた人間が,想像力によって世界を再構築し

時間を超克しようとする創造行為である。それはナボコフの自伝劫eα点,

ルkmo/ツ(1967)の読者には自明のことだろう。しかし,虚構世界の創造主と

しての語り手が前景化されるのは,この回想記という小説ジャンルでは稀なこ

とだと言わねばならない。

HumbertとQuiltyの争いは,Lolitaの肉体をめぐって展開するだけではな

い。彼らはまた,五〇gねαというテクストの主権をめぐっても争う15)。Quiltyは

劇作家であり,彼が書いた戯曲me肋Cんα花ed月b花erSはHumbertが書く

回想記をある意味で先取りしたものになっている。〔2.13〕でHumbertはこの

劇の脚本を拾い読みするが,それによると,me肋Cんα柁ed月b花erSの筋

書は次のようなものである。自分は森の女神だと空想している農夫の娘(この

役をLolitaが演じる)が,六人の狩人たちを催眠術にかける。その結果,彼

らはこれまでの人生が夢であり現在の催眠状態が現実だと恩いこんでしまう。

ところが七番目の狩人である若き詩人は,逆にその娘の方が自分の想像力の産

物だと主張してきかない。若き詩人に魅せられた娘は,彼の幻想を解くために
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接吻する。その瞬間,詩人は現実に目覚めて,田舎娘という彼女の本当の姿を

知る。

この劇の筋書がム0たαの筋書と部分的によく符合しているのは明白である。

自分をしばしば「詩人」と呼ぶHumbertが"nymphet"として愛したLolita

は,あくまで彼の幻想の中にとらえられた少女だった。そのHumbertが

nymphet"の呪縛から解放され,幻想の少女ではない生身の女性の姿を見て,

真の愛に目覚めるのが上oZれαの筋書なのである。従って,Humbertが読み取っ

た「幻影と現実が愛に溶け合う」というこの劇のメッセージは,この小説にお

いてHumbertとLolitaとの関係のレベルでは完全に当てはまる。

しかし,ム0んαにおいて「幻影と現実が愛に溶け合う」のは,二人の愛の

物語のレベルだけにとどまらない。それは非リアリズムとリアリズムという小

説上のふたっの要素が愛という主題のもとに溶け合うことも意味するだろう。

定かな輪郭を持たないQuiltyはその非リアリズムの側面を代表する。

あたかも演劇人名鑑の一項目から立ち現れたかのようなQuiltyは,非現実

と現実の中間領域に存在する曖昧模糊たる存在である。その影が次第にテクス

トを覆いつくすかに見える第2部では,非現実の要素が濃くなっていく。それ

が頂点に達するのがQuilty殺害の場面であり,このグロテスクなファースに

近い第35章は,まるで時間が眠りこけてしまった夢の中での出来事のように読

めるという点で,7九e月eαエ存〆鹿αSわ0花属hなんと(1941)の結末部分を

想起させる。これはすでにAppelも指摘しているのだが,ここではその議論

を多少違う面から補足しておきたい。それは,テクストに再三現れる,Hum-

bertが見た夢の描写である。ナポコフのフロイト嫌いを反映して,Humbert

の夢には精神分析学を椰楡する悪意にみちたシンボリズムが意図的に埋めこま

れている。特に注目したいのは「拳銃」と「馬」というあまりにも明瞭なシン

ボルである。夢の中で,拳銃から発射された弾丸は敵に命中せずに情けなく床

に落ちてしまうし,Humbertが乗っているはずの馬は"dreamagent"(54)
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の手抜かりで空白になっている。この「拳銃」と「馬」は"Colt"という言葉

で絶妙に連結され,さらに「馬」は"nightmare"という言葉で夢へと接続さ

れている。こうして,Humbertが拳銃で何発も弾丸を撃ちこんでQuiltyを殺

す場面は,彼が初めて完全な名前と肉体を備えたQuiltyと対噂した場面であ

るにもかかわらず,夢の様相を呈するのである。

最後にもうひとつ,エoZ迂αで使用されているサブテクストについて触れて

おく。それは,ナボコフが露語に翻訳したこともある,ルイス・キャロルの

AliceinWonderlandである。その有名な第7章"AMadTea-Party"では,

「時間」があたかも人間であるかのように扱われ,帽子屋の調子外れな歌に怒っ

た女王様が"He'smurderingthetime!Offwithhishead!"と叫んだと

いうエピソードが語られる。この「調子外れな歌を歌う/時間を殺す」という

掛け言葉には,少女アリスを進行する時間から切り取って永遠の中に保存しよ

うとする,キャロルの痛切な欲望が読み取れるが,その欲望はエoZわαにも通

底するものである。ここでわたしはキャロルに倣って,"Quilty"という名前

から派生する様々な言葉遊びに,"KillT(=Time)"という一項目を追加し

てみたい(Tは物理学などで時間を表す記号として通常用いられる)。語られ

る時間の中でのQuilty殺し,そして語る時間の中での回想記執筆という「時

間潰し」,これはいずれも時間に対する復讐である。語る時間の進行を表す

Humbertの心臓は,小説の終わりでその鼓動を停止する。しかし,死はナボ

コフの小説においては絶対的な無の世界への帰還ではない。むしろ,時間を超

越した別の存在へと変わる契機である。そしてHumbertとLolitaが死んだあ

とには,エogZ乙αというテクストがわたしたち読者の手に残るのだ。

AndthisistheonlyimmortalityyouandImayshare,myLolita.

(309)
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〔注〕

1)本稿は1990年の日本英文学会第62回全国大会(於岡山大学)での口頭発表に加筆修

正したものである。

2)VladimirNabokov.TheAnnotatedLolita,edited,Withnotes,byAlfred

Appel,Jr.,reVisedandupdatededition(NewYork:VintageBooks,

1991).本稿はこの改訂版をエogわαのテキストとして使用し,引用する際にはその

ページ数を括弧に入れて示す。

3)チェスを用いたこのような暗示はナボコフお得意の手法である。StanleyKubrick

が1962年に撮った映画1JOlitaでは,HumbertがLolitaの母親Charlotteとチェ

スを指していて,相手のキングとクィーンにナイトで両取りをかけるという,原作

にはないシーンがある。

4)BJla皿ⅡM某pHa60KOB,JbJTWTa(AnnArbor:Ardis,1967),P.252.

5)ナボコフが目を通した仏語訳では,"Quietly"は"silencieusement"となってい

て,やはりここにもQuiltyの痕跡は発見できない。Nabokov,Lolita,traduit

del'anglaisparE.H.Kahane(Paris:Gallimard,1959),p.433.

6)JaneGrayson,NabohouTranslated:AComparisonc『Nabokou's

RussianandEnglishProse(0Ⅹford:0ⅩfordUniversityPress,1977),

p.184.

7)1,Olitaにおける「時間」を論じたもので最良の成果はVladimirE.Alexandrov,

Nabohou'sOtherworld(NewJersey:PrincetonUniversityPress,1991),

pp.160-186.

8)これと同じで意味で,PaleFire(1962)において,"PaleFire"という長詩の中

に潜み,その行数が進むにつれてKinboteに接近してくる暗殺者Gradusは,

やはり「時間」を体現する存在だと言える。特異な登場人物としてのQuiltyと

Gradusとの様々な類似性は,考察するに値する興味深いテーマを提供するだろう。

9日わ刀即8,p.221.

10)Humbertが真の愛に目覚める過程は,稿を改めてさらに詳しく検証する必要があ

る。そのひとつとして,Charlotteが持っ役割を分析した拙論「Charlotteのl=霊-

⊥oZわαを読む(Ⅱ)」(『Albion』復刊第37号,京大英文学会,1991年10月)を参

解されたい。

11)ナラトロジーの用語で言えば"story-time"と"discourse-time"。たとえば

SeymourChatman,S10ryandDiscourse:NarratiueSlructureinFiction

andFilm(Ithaca:CornellUniversityPress,1978),pp.62-63を参照せよ。
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12)この1952年9月22日という日付は,テクスト中のデータから計算して得られるもの

である。ところが,この日付が正しいと仮定すれば,Dollyから手紙が到着したそ

の日にHumbertは精神病棟で回想記を書き出したことになり,彼女との再会も

Quilty殺害も現実には起こらなかったという驚くべき結論が導かれる。これは現在

のエ0五旭批評で論争点のひとっになっているが,私見はまた別の機会に述べたい。

これを初めて指摘した論文はChristinaTekiner,"TimeinLolita,"Modern

ダicfio花Sfαdies25,nO.3(1979),pp.463-469.

13)実は,LolitaがHumbertに対してつくこの嘘を,ある意味で語り手Humbertは

読者に対してついている。〔1.32〕で,彼はモーテルのフロント・ボーイに向かって,

「もし妻から電話がかかってきたら,わたしたちはAuntClareの家に行ったと伝

えておいてくれ」と言い,架空の女性Clareをこしらえているのである。

14)当然ながら,語る時間においてHumbertはQuiltyが犯人であることを知ってい

る。それは,彼が逃避行をしている最中の記述"AndonMcEwenSt.,COrner

ofWheatonAve.,inaMichigantownbearinghisfirstname."(159)

から窺い知れる。ここで文脈上は一見して指示内容の不明な代名詞"his"は,

Michigan州にClareという町があることから,実はQuiltyを指す。

15)テクスト主権をめぐるHumbertとQuiltyの争いは,Humbertの回想記の内部の

みに限定されるのではない。Humbertはその原稿を弁護士のClarenceChoate

Clarkに委ね,Clarenceはさらに原稿の整理をJohnRay,Jr.博士に委託する。

"Clarence"は"Clare"から誘導される第2次記号だと読めるし(ただし,Appel

はこれをQuiltyreferencesに含めていない),JohnRay,Jr.のイニシャルを

"JR.Jr."と見ればこれはHumbertHumbertのイニシャル"H.H."と同型で

ある。こうして,仮面をつけたHumbertとQuiltyの争いが「序文」の中で反復

されるのである。しかし,この場合にも最終的なテクスト主権はJohnRay,Jr.

(あるいはHumbert)にある。


